
        
  

 

高文連で輝く 

一
年 

本
間 

な
づ
き 

九
月
二
十
二
日
、
私
た
ち
一
年

生
は
初
め
て
の
遠
足
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。 

今
回
は
、
北
海
道
大
学
構
内
、

札
幌
市
内
の
散
策
と
い
う
内
容
で

し
た
。 

大
学
の
施
設
・
自
然
や
、
街
の

環
境
に
触
れ
る
と
同
時
に
、
事
前

に
自
分
た
ち
で
プ
ラ
ン
を
立
て
て

一
緒
に
行
動
す
る
中
で
、
普
段
あ

ま
り
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
仲
間

の
一
面
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
の
自
由
散

策
で
は
、
社
会
集
団
の
一
員
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
自
覚
し
、
公
共

の
マ
ナ
ー
を
守
り
な
が
ら
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

来
年
の
遠
足
も
、
と
て
も
楽
し

み
で
す
。 

今
年
の
全
校
遠
足
は
、
札
幌
で
し
た
。
午
前
は
北
大
構
内
で
指
定
さ
れ
た
場
所

を
巡
る
フ
ォ
ト
ラ
リ
ー
に
挑
戦
、
午
後
は
札
幌
市
内
の
散
策
を
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
み

ま
し
た
。 

文化系部活は高文連支部大会に参加、他校と交

流する中で技術や感性に磨きをかけました。 

吹
奏
楽
部 

八
月
十
九
日 

 

苫
小
牧
市
民
会
館
に
て 

富
川
高
校
・
穂
別
高
校
と 

合
同
演
奏 

書
道
部 

九
月
八
・
九
日 

新
ひ
だ
か
町 

公
民
館
に
て  

鑑
賞
、
合
評
会
、 

席
書
会 

三
年
生
遠
藤
帆 

乃
さ
ん
・
二
年 

生
鍋
沢
伊
吹
さ 

ん
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
、
全
道
大
会
へ
の
権

利
を
得
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
今
年
度
の
全
道
大
会
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部 

十
月
七
日 

 

新
ひ
だ
か
町
公
民
館
に
て 

実
践
報
告
、
交
流
、
講
演

実
技
活
動 

合
同
演
奏 
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行
事
予
定 

 

十
一 

月 

四
日
（
金
）
交
通
安
全
教
室
、 

ト
マ
ト
ク
ラ
ブ
試
食
会 

五
日
（
土
）
進
学
模
試
、
就
職
模
試
、
看
護
模
試 

六
日
（
日
）
英
語
検
定
二
次
試
験 

十
一
日
（
金
）
芸
術
鑑
賞 

十
二
日
（
土
）
進
学
模
試
、
小
論
文
模
試
、
看
護
模
試 

二
六
日
（
土
）
進
学
模
試 

二
七
日
（
日
）
簿
記
検
定 

 

十
二 

月 

三
日
（
土
）
電
卓
検
定 

 
 

 

六
日
（
火
）
～
九
日
（
金
）
見
学
旅
行 

 
 

二
二
日
（
木
）
冬
期
体
育
大
会 

 
 

二
四
日
（
土
）
よ
り 

冬
季
休
業 

二
六
日
（
月
）
～
二
八
日
（
水
）
冬
期
講
習Ⅰ

 

 一 

月 

十
七
日
（
火
）
ま
で 

冬
季
休
業 

十
二
日
（
木
）
～
十
七
日
（
火
）
冬
期
講
習Ⅱ

 

十
三
日
（
金
）
英
語
検
定
一
次
試
験 

二
一
日
（
土
）
進
学
模
試 

二
八
日
（
土
）
小
論
文
模
試
、
公
務
員
模
試
、 

就
職
模
試 

 

「平高だより」は道新に折り込みしています。また、ふれあいセンターでも配布しています。 

新
生
徒
会
執
行
部
ス
タ
ー
ト 

真
剣
勝
負
！
で
交
流 

九
月
十
三
日
、
生
徒
会
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
第
３５
期

の
執
行
部
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

新
生
徒
会
長 

 

仲
山 

大
温 

私
は
一
年
間
生
徒
会
書
記
と
し
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
一
年
で
私
は
生
徒
会
の 

楽
し
さ
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

特
に
印
象
深
い
の
は
学
校
祭
で
す
。
全
校
生
徒
は
少
な
い
本

校
で
す
が
、
学
校
祭
で
取
り
組
む
内
容
は
か
な
り
あ
り
、
と
て

も
大
変
で
し
た
。
で
す
が
本
番
を
楽
し
み
、
や
り
切
っ
た
後
に

は
、
そ
の
疲
れ
は
や
り
が
い
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
大
変
だ
っ

た
か
ら
こ
そ
味
わ
え
る
、
こ
の
や
り
が
い
を
見
出
せ
る
の
が
生

徒
会
だ
と
思
い
ま
す
。 

私
は
、
生
徒
会
は
執
行
部
の
も
の
で
は
な
く
み
ん
な
の
も
の

だ
と
い
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
生
徒
会
長
と
し
て
執
行
部
そ

し
て
全
校
を
ま
と
め
、
み
ん
な
が
生
活
し
や
す
い
学
校
を
み
ん

な
で
作
っ
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。 

私
た
ち
生
徒
会
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

会計 書記 副会長 
会
長 

川
上 

芽
那
（
一
年
） 

福
居 

義
士
（
二
年
） 

鹿
戸 

舞
華
（
一
年
） 

本
間 

な
づ
き
（
一
年
） 

花
田 

陽
香
（
一
年
） 

進
藤 

綾
斗
（
二
年
） 

仲
山 
大
温
（
二
年
） 

 

見
て
、
聞
い
て
、
話
し
て 

十
月
十
七
日
、
英
語
の
授
業
の
一
環

と
し
て
、
一
年
生
が
豊
糠
の
ダ
チ
ョ
ウ

フ
ァ
ー
ム
を
訪
問
。
収
穫
体
験
と
同
時

に
、
こ
こ
で
働
く
外
国
人
の
皆
さ
ん
と

（
も
ち
ろ
ん
英
語
で
）
交
流
し
ま
し

た
。
く
ま
さ
ん
荘
で
は
世
界
の
ビ
ジ
ネ

ス
等
の
お
話
（
こ
ち
ら
も
英
語
）
を
聞

き
、
国
際
的
な
視
野
を
広
げ
ま
し
た
。 

共
生
を
学
ぶ 

ま
た
、

平
取
ダ
ム
と
萱
野
茂
二
風
谷
ア
イ
ヌ
資
料
館

で
、

そ
れ
ぞ
れ
職
員
の
方
か
ら
詳
し
い
説
明
を
頂
き
、

平
取
町
の
自
然･

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

学
校
運
営
協
議
会
委
員 

熊
谷
厚
子
さ
ん
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
で
貴
重
な
学
習
の
機
会
が

実
現
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

十
月
二
三
日
、
恒
例
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修 

会
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
を
行
い
ま
し
た
。 

保
護
者
、
生
徒
、
教
職
員 

家
族
約
三
〇
名
が
参
加
。 

ど
の
チ
ー
ム
も
本
気
で
た
た
か
う
、
熱

い
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 


